
第１回策定委員会における意見・事後アンケートへの対応について

意見・質問への対応

1 魚津市民に向けての計画になります。

2
概要版を作成するなど、できる限り市民の皆様に分か
りやすい計画づくりに努めます。

3

具体的な行動計画の在り方につきましては、「第５章 
基本目標達成のための施策と展開」で記載する予定
で、第２回以降の策定委員会で成果指標の設定と併せ
てご協議いただく予定です。

4
概要版を作成するなど、できる限り児童生徒にも分か
りやすい計画づくりに努めます。

教育振興基本計画策定委員会（第１回）での発言より
委員からの意見・質問

〇この計画は、誰に対して示している、読んで
欲しい計画ですか。誰に対するメッセージが一
番強いのですか。

〇教育振興基本計画をもって教育大綱に代える
とのことですが、多くの自治体でもそのように
扱っているとは思いますが、大綱だけ定めてい
る自治体もあるのではないですか。大綱はコン
パクトで非常に重点が絞られているため、市民
にとってこちらの方が分かりやすいのではない
でしょうか。計画を作ることに反対ではないの
ですが、力点を置くところを明確にした方が市
民に伝わるのではないかと思いますが、いかが
ですか。

〇目標を達成するための具体的な行動計画や方
法が書かれていないように思います。学校への
関わり方について、具体的に新たに始める項
目、始めることにより成果指標の何％のポイン
トを上げる可能性がある、そのような目標達成
志向で進めていただきたいと思ういますが、い
かがでしょうか。

〇 計画は、市民に向けての開示・ＰＲが不十
分だと思います。市民はもちろん、むしろ生徒
を対象としたものが必要だと思います。施策目
標を達成させていくために、この計画の当事者
である小学生、中学生向けのものを作っていた
だくと計画が前進すると思います。

資料１
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意見・質問への対応委員からの意見・質問

5

特別に支援を要する児童生徒等に係る人的支援は今後
も継続していきたいと考えていますが、それだけでな
く、社会的自立に向けた人間関係形成能力・社会形成
能力等の育成は大切な視点です。授業のアップデート
や地域資源の活用等に係る施策の在り方を検討し、方
向性を示したいと考えています。

6

統合未済や学校老朽化の問題につきましては、「第５
章 基本目標達成のための施策と展開」で「小中学校
教育の在り方検討」に記載する予定で、第２回以降の
策定委員会でご協議いただく予定です。

7
ある程度の方向性をこの計画の中でお示ししたいと考
えております。

8

委員ご指摘のとおりです。例えば、たてもん祭りにお
いては、不足する担い手を広く募集する取組みを行っ
ております。またせり込み蝶六踊りにおいては、統合
校であるよつば小学校において、蝶六保存会より直接
指導を受けられるサークル設立により、技術継承が行
われる取組みも始まりました。他の統合校においても
地域の伝統行事を学び、継承できるようなプログラム
の実施にむけて検討を行っているとことです。

9
 ご指摘のとおり基本目標において「生涯学習社会の
実現」は必要不可欠であり、修正します。
別紙資料②骨子（案）参照

〇学習支援員による個別支援の充実現場でも非
常に配慮をされていますが、これ以上学習の個
別化をしていことより、コミュニケーション能
力の育成や話すこと、自分で正しく聞く、それ
を超えて、相手を理解しようとする、その人間
関係形成能力を育成していく必要があると思い
ます。一対一の関わりの中で改善を図ろうとい
うのではなく、現状そのクラスの中にいる仲間
とどう関わりながら学びを深めるのか、全国的
にも共同的な学習、対話的な学びと言われてい
ますが、苦手かもしれませんが、力をつけてい
くときに、人をつけて個別に個別にとしていく
のではなく、やはり学習形態そのものの見直し
も図っていかなくてはならないのではないで
しょうか。

〇道下小学校の児童数が増えて、経田小も横ば
いの中、統合が先延ばしになりそうであるとの
ことですが、学校の老朽化の問題もありますか
ら。老朽化している経田小や、清流小学校がど
うなるのか、お金だけの話になりがちですけど
も何か方向性は決まっているのですか。

〇学校教育の在り方検討の必要性について、問
題提起で終わるということですか、具体的な方
法を何かお示しになるのですか。また、いつお
示しになるのですか。

〇地域の伝統行事・文化の継承者不足について
は、統廃合後、特に問題となっているように感
じますが、逆手にとって広いエリアから人を集
めるなどしていければ良いのではないでしょう
か。

〇基本目標案において、「生涯学習社会の実
現」を「芸術文化活動の振興」・「スポーツ環
境の充実」と改める案が示されていますが、そ
の意図はどのようなことですか。人生100年時
代になっており、不自然な気がします。
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意見・質問への対応

10

成果指標に関しては、参酌しなければならない国
や県の教育振興基本計画にも設定されており、何
らかの指標設定は必要だと考えております。ただ
し、各施策の取組みごとに成果指標を設定するか
しにかも含めて、その設定の在り方については、
今後、協議していく予定です。

11

第１回策定委員会でお示しした第２期計画の評価
については、あくまで次期計画策定に向けた検証
作業となります。ここから見いだせる課題につい
て整理し、次期計画に反映するよう努めます。

12
今後も教育委員会会議や市議会等の場を用いて、
検証してまいりたいと考えています。

13

次期計画策定における成果指標の設定の在り方に
ついては、今後、協議していく予定です。
また、今後の成果指標の進捗状況については、達
成率や進捗率でお知らせしたいと考えています。

教育振興基本計画策定委員会（第１回）事後アンケートより
第２期魚津市教育振興基本計画の評価について  関連資料：第１回策定委員会資料②

委員から寄せられた意見・質問

○第２期計画の評価は、あまりにも定量性重視
になっているような気がします。たとえ数値目
標を達成できなくても、それに代わる定性的な
何かがあれば、それで所期の目的が達成される
こともあるのではないでしょうか。

○客観的な評価だけではなく、第2期計画の期
間中の成果を誇示してもいいのではないでしょ
うか。数値目標の「未達」が並べられるだけで
は、第２期計画は失敗だったとの印象が拭えま
せん。むしろ、この5年間で「これを成し遂げ
た」と胸を張れる事項を記していただきたいと
思います。「施策ごと成果」も書かれています
が、単なる事実関係の羅列だけでは不十分では
ないでしょうか。

○定量的な達成状況を踏まえた教育振興基本計
画の評価は、教育委員会内部で内輪の検討を行
うのではなく、むしろ第三者委員会を設けて委
ねるほうがいいのではないでしょうか。

○計画目標値について「未達」が多い点が気に
なります。要因や展開についての記述もありま
すが、そもそも達成目標が高すぎるのではない
か、ということも考えられます。
 評価する際には、単に「未達」ではなく、ど
の程度達成したのかを「達成率」で示されても
いいのではないでしょうか。また、施策によっ
ては長期にわたるものもあるので、現時点では
「未達」であっても、〇年後には達成の可能
性、というものもあると思います。
 後に実績評価する際に、「達成」「未達成」
だけでなく、進捗状況が分かるような「達成
率」や「進捗率（数値化できない場合は、体感
でもよい）」を添えていただけるとよいと感じ
ました。

全
般
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意見・質問への対応

14

委員ご指摘のコロナ禍やコミュニティ・スクール
は、第２期計画にも一定程度記載されています。ま
た、本市では毎年度「実績に関する施策・基本事業
評価」と「事務の点検及び評価結果報告」を実施し
ており、国や県等の動向も鑑みながら、次年度の施
策に反映してきたところです。今後も大きな社会情
勢等の変化により修正する必要が出てきた際には、
見直しを検討したいと考えています。

15

ご指摘のとおり、様々な学習や体験、遊び等を通
して、社会的自立につながる、自ら学び、考え、
行動する力や豊かな人間関係を作るためのコミュ
ニケーション能力を育成することは学校教育にと
どまらず大切であると考えております。「個」へ
の支援とともに、社会的自立につながる授業の
アップデートや地域資源の活用等に係る施策の在
り方を検討し、方向性を示したいと考えておりま
す。

生
涯
学
習

16

 参加者が固定化の傾向にあり、ご指摘のとおり
数値目標を延べ人数をとする意義は乏しいと思わ
れます。参加経験者数の把握方法を含め、検討い
たします。
 また、住民の多様なニーズに対応するためには
民間教育事業者等との連携や情報収集が重要であ
り、「第５章 基本目標達成のための施策と展
開」で記載する予定としております。

委員から寄せられた意見・質問

○第２期計画の５年の間に国の基本計画策定や
コロナ禍の終息、コミュニティスクールの導入
などがあったにもかかわらず、それが反映され
ていないのはいかがかと思います。途中で見直
しがあってしかるべきだったと思います。少な
くとも半期で見直すほうが信頼性は高まりま
す。

○どの家庭も、子育ての最終目標は「自分の力
で食べていけるようになること」ではないかと
思います。そのための知識や技術を身に着ける
のが、家庭や学校、地域での教育と考えます。
 昨今「子を尊重」「個性を伸ばす」「個別支
援」と『個』に目が向いてしまいがちですが、
集団の中で暮らしていく力を身につけることも
大切ではないでしょうか。
 家庭も学校も、社会に出れば職場も「集
団」、そしていろんな制約がある中『個』ばか
り言っていられない中で、『社会的自立』が非
常に重要だと思います。

○生涯学習活動の参加者総数を延べ人数で表し
たところで指して意味はないと思います。１人
が100回参加するよりも、100人がそれぞれ１
回参加するほうが、意味がある場合もありま
す。当該住民総数を分母に、参加経験者数を分
子にして表してみるのも方法かもしれません。
また、生涯学習活動は民間においても少なから
ず行われていることにも留意する必要がありま
す。

学
校
教
育
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意見・質問への対応

17
施策は第５章に記載いたします。
（第１回会議では第５章は示しておりませんでし
た。）

18

教育振興基本計画は、本市の最上位計画である魚
津市総合計画の教育分野における部門別計画で
す。学校教育のみならず、生涯学習、スポーツ・
文化活動といった幅広い分野において、本市の教
育に関する各種施策の具現化に向けた計画です。
よって、国や県の教育振興基本計画と同様、総花
的になってしまうのは、致し方のないところだと
考えております。
次期計画の骨子の「第４章 魚津市がめざす教
育」でお示ししております基本理念や基本目標か
ら重要な課題が見えてくるものと考えておりま
す。

19

英語教育についての記述を追加いたします。ご指
摘のとおり英語教育はますます重要になると考え
ています。「英語教育」との関連としては、台湾
の学校とのオンライン交流学習を通して、互いの
学校生活や文化について紹介する活動を行い、ふ
るさとに根差した教育と国際交流を両輪としたグ
ローバルな視野を育みたいと考えております。

20

教育の分野を超えた定住施策や子育て環境の整備
については、市全体の施策として総合計画等で取
り扱う課題だと考えております。
なお、ご指摘のとおり、教育の特徴をアピールす
る工夫は大切であると考えております。

学
校
教
育
環

境
の
整
備

21 記載内容は、今後、協議していく予定です。

魚津市の教育の現状と課題について  関連資料：第１回策定委員会資料③

委員から寄せられた意見・質問

○現状と課題」には必要性や方向性は述べられ
ていますが、具体的な施策（how）が記されて
いません。施策がわからないと、十分なコメン
トはできません。

○総花的に記されており、その事情は理解でき
ますが、最も深刻な問題は何か、最も重要な課
題は何かを明確にする必要があるのではないで
しょうか。まずは不安を取り除くことが肝要か
と思います。

○「世界に飛躍する人材の育成」を目指すなら
ば、何よりも外国語教育・英語教育が最も重要
な柱の一つになるはずですが、それについての
記述が見当たりません。これからもっと増える
であろう外国籍の子どもや帰国子女への対応に
も触れられていません。世界に飛躍する人材育
成に力を入れると大々的に明記しながら、外国
語教育などに関する記述がないことを奇異に感
じます。

○母になるなら流山市」「父になるなら流山
市」と言われますが、本市の教育における「売
り」が見えてきません。残念ながらこれをご覧
になって、「そうだ、子どもの教育を考えたら
魚津に住もう」と思ってもらえるとは考えられ
ません。とてもいい施策も講じてきているので
すから、それらをもっとアピールすべきではな
いでしょうか。

○「学校教育環境の整備」の箇所で、ぜひとも
「教育環境の著しい不平等性がある」旨を明記
していただきたいと思います。

全
般

学
校
教
育
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意見・質問への対応

22
リカレント教育については、第５章の「施策４ 
ふれあい豊かな生涯学習の推進」の中で記載する
予定です。

23

高齢者の移動手段については、市全体の課題であ
り生涯学習施策として直接記述することは難しい
ですが、関連施策との連携を図りたいと考えてお
ります。
予算については、施策を踏まえ、必要な予算の確
保に努めます。

図
書
館

24

平成30年より利用者の利便性向上を目的として、
市役所内に返却ポストを設置しております。
また、ご提案にあります駅舎付近への分室の設置
につきましては、利用者の利便性向上に資する施
策と思われますので、費用面も含めて導入の可能
性について調査研究を進めてまいります。

㉕
（
全
般
）

こどもの人口の急激な減少は、魚津市の将来を見
据えた上でも、非常に深刻な課題です。
市内にある３つの博物館がそれぞれの特徴や強み
を活かして、人口減少等の課題解決につながる取
組みを進めていくことが必要であると考えており
ます。
今後も、より深く現状を分析し、施策の中に反映
できるよう努めます。

㉕
（
歴
博
）

歴史民俗博物館では、小中連携について、「魚津
市ふるさとキャリア教育スタンダードプラン」の
なかに博物館ので展示や施設等の見学、解説を通
して、郷土の歴史を学ぶ取組みを実施しておりま
す。

㉕
（
水
族
館
）

水族博物館では、令和元年より市内小学校の連携
事業として「ホタルイカ出前講座」を行っており
ます。実際に生きたホタルイカに触れることで、
生物を通じて、教科書だけでは伝わりにくい知
識・感覚を育んでおります。

㉕
（
埋
没
林
）

埋没林博物館では、特別天然記念物の魚津埋没林
の保存・展示、蜃気楼の観測・情報発信のほか、
魚津の自然に関する企画展示や講座の実施等、市
民に生涯学習の機会を提供しております。また
「ふるさと発見バス」の受け入れや講師派遣等、
学校教育との連携を図っております。

委員から寄せられた意見・質問

○リカレント教育（学び直し）について、何か
しらの記述が必要なのではないでしょうか。も
ちろん別の箇所でも結構です。

○「生涯学習」の箇所で、「モビリティ（移動
手段）」や「不十分な予算」についても触れて
ください。具体的な施策においても、ぜひ記し
てください。

○具体的な施策になるのかもしれませんが、
「図書館」の利用者を増やすには駅舎付近にお
ける分室や返却箱の設置も有力な選択肢になる
かと思います。

生
涯
学
習

博
物
館

〇博物館や水族館の現状分析を、その必要性を
含め、もう少し深く行ってはどうでしょうか。
また、これも具体的な施策になるのかもしれま
せんが、小中学校教育との連携なども考えられ
るのではないでしょうか。
○人口減、特にこども人口の激減は、かなり深
刻であると受け止めています。この点において
は、この基本計画策定と異なる分野での課題も
多くありますが、それぞれの枠を超えての議論
や施策が望まれます。
一方、魚津水族館や埋没林博物館は、魚津市独
自の財産とも呼べるものなので、さらなる有効
活用を期待します。
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意見・質問への対応

26

骨子でお示しした「第１章 教育振興基本計画の
策定にあたって」及び「第２章 魚津市の教育を
取り巻く状況」については、事実関係を記載する
項目であることから、まだ、策定委員会へ記載内
容をお示ししておりません。今後、「第３章 魚
津市の教育の現状と課題」より前の方にSDGs」
や「ウェルビーイング」といった記載を予定して
おります。

27
現在の社会情勢を踏まえて、国や県の教育振興基
本計画を参酌する形になります。

28

備考はあくまで、策定委員の皆様の理解を深める
ために参考説明として記述しました。骨子は、骨
子の第３期計画の欄に記載された項目が該当しま
す。

魚津市教育振興基本計画骨子（案）について  関連資料：第１回策定委員会資料④

委員から寄せられた意見・質問

○「現状と課題」には何ら記されていなかっ
た「SDGs」や「ウェルビーイング」がいき
なり登場することに若干の違和感がありま
す。どこかに前触れがあってもいいのではな
いでしょうか。

○県の動向はともかくも、数年先の国の動向
を正確に参酌・反映することはできるので
しょうか。

○提示の骨子の項目そのものに大きな異論は
ありませんが、そもそも「備考」の記述が多
すぎ、まだ本来の骨子になっていないような
気がします。

骨
子
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意見・質問への対応

29
数字ありきではなく、こどもまんなか社会の考え
方を念頭に計画を策定します。

30 記載内容は、今後、協議していく予定です。

31
資料として整理できるかどうかは他市の記載状況
等によりますが、何らかの形でご説明したいと考
えております。

32 記載内容は、今後、協議していく予定です。

33 記載内容は、今後、協議していく予定です。

34

１学級あたりの適切な人数については、学年や発
達段階、学習場面によって異なるかと思います。
現在、１学級の上限人数は小学校では35人、中学
校では40人となっております。小学校ではご指摘
の20人～30人となる学級がほとんどで、この人数
であれば、少人数と多人数のメリットを生かし
て、学習形態を工夫することで効果的な学習場面
をつくることが可能かと思われます。

35 記載内容は、今後、協議していく予定です。

学校教育の在り方について  関連資料関連資料：第１回策定委員会資料⑤⑥⑦

委員から寄せられた意見・質問

○行財政改革の観点からも、規模の適正化が重要で
あることは理解できますが、数字ありきになってい
ることを強く危惧します。

○「概ね10年後を想定した市全体の小中学校教育の
在り方」といった場合、たとえば小中一貫校や義務
教育学校の設置まで踏み込む必要があると思います
が、そこまで検討は進んでいるのでしょうか。十分
な検討を経ないまま、単に計画に記すのはいささか
問題かと思います。

○横並びがいいわけではありませんが、類似自治体
の小中学校についての参考資料を付けていただける
と、異なる視点からの検討も可能になると思いま
す。

〇 教育環境の著しい不平等として、ぜひとも具体的
な校名を挙げ、建て替えについて明記してもらいた
いと思います。

○現在、５つの小学校に統合されていますが、今後
も児童生徒の増加が見込めないということであれ
ば、市内２つの中学校（魚津西部、魚津東部）をそ
れぞれ義務教育学校にする可能性も視野に入れてい
ただきたいと思います。

○教育のあり方意見交換会での意見では、保護者の
方たちが20人台程度の学級編成を要望しておられま
すが、教育現場の先生方はどのように思っておられ
るのかと感じました。
学級経営、グループ活動等の活動にもかかわってく
ると思いますが、理想の生徒数は、何人くらいなの
でしょうか。

○統合後、何年か経過すると再度、規模の適正化に
ついて見直しが必要になると感じています。
そのたびに、人数や通学区域等の議論が必要になる
ため、それであれば、小中一貫義務教育学校を市に
１校か２校建設する等の考え方もあるのではないで
しょうか。また、保育所や高校のように、小・中学
校も自分で選択して通えるようにできればいいので
はと思います。
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意見・質問への対応

36
転入者を増やすことにつきましては、教育の分野
だけではなく、市全体の施策として総合計画等で
扱う課題だと考えております。

37
具体的な施策につきましては、「第５章 基本目
標達成のための施策と展開」で記載する予定で
す。

38

特に重要な事業や事業の優先順位については、判
断が難しい部分があります。
各年度における教育委員会の重点事業について
は、当初予算発表時に公表しております。

39

 公立園には、「子育て支援の中核的機能」「民
間施設に対する相談・支援機能」「定員調整機
能」「多様なニーズ への対応」等の役割があり
ます。

40
今後の各種委員選出に当たっては、しっかりと考
慮します。

自由記述

委員から寄せられた意見・質問

○繰り返しになりますが、「これが魚津の教育だ」
「教育環境で選ぶなら魚津」と思ってもらえるよう
な新計画を切に期待しております。人口減少・少子
化が所与のものとして記されていますが、ユニーク
な教育環境によって転入者を増やすことも考えるべ
きではないでしょうか。

○具体的な施策が示されないとコメントできないこ
とが多々ありますので、もう少し具体化された段階
で再び委員の意見を求めるか、あるいは会合を持っ
ていただきたいと思います。

○前回初めて参加させていただき、改めて、さまざ
まな施策に取り組んでいらっしゃることがわかりま
した。しかし、限られた人員と予算、期限の中では
できることの限界もあると思います。今後掲げられ
る施策については、すべてを満遍なくというのでは
なく、「特に重要な項目は何であるか」あるいは、
実施する際の「優先順位」のようなものを明記して
いただけると、委員としては意見が述べやすいと感
じます。

○幼児教育の充実について、公立園としての役割や
ニーズとは具体的にどのようなものがあげられます
か？

○会議の委員の構成比・年齢構成について、女性
や、若い年代の人の意見も取り入れるため、募集段
階から検討の余地があると思います。
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意見・質問への対応

41

42

43

その他、参考意見

委員から寄せられた意見・質問

○すでにある程度の思いは記させていただきました。決して他意はありませんので、悪しからずご容赦く
ださい。

○人口減が甚だしい魚津市ですが、教育の環境については周辺自治体に比べてもかなり優位にあると思い
ます。小学生年齢においては、児童センターが充実しており、他市町村の保護者の方からは「魚津市はい
いよね」とお聞きすることもあります。また、今回の基本計画には直接関係ないことかもしれませんが、
現在魚津市内には、２つの全日制県立高校、１つの定時制県立高校、１つの私立高校、１つの大学校があ
り、以前あった洗足学園短大の流れから毎年「全国大学女子野球選手権大会」が行われるなど、教育への
関心が高まりやすい環境にあると思います。幼児教育から小中学校、そして高等教育が一貫して行える文
教都市として、県東部をけん引するような存在であってほしい、と願っています。

○委員の方の、「誰のための計画ですか？」という意見がありましたが、こども達を対象とした計画でも
あるのであれば、勉強する意義、学校へ行く意義、よりよく学ぶための方向性をいくら説明しても、説明
する大人がその意義について理解していなければ意味がありません。
伝える先生・親等大人の教育が先ではないかと思いました。
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意見・質問への対応

44

ＩＣＴ機器の活用による教育の推進について、第５章
の２「学力向上の取組み」に位置付けて記載する予定
です。また、教職員のＩＣＴ活用指導能力と児童生徒
の資質・能力の育成についても、数値目標も示して記
載する予定です。

教育委員会議での発言より
教育委員からの意見等

○国の教育政策の目標には、「教育DXの推
進・デジタル人材の育成」という項目がありま
す。第３期計画骨子の第２章の魚津市の教育を
取り巻く状況に、情報通信技術（ＩＣＴ）の進
展の記載がありますが、骨子「第５章 基本目
標達成のための施策と展開」には記載がないの
はどうしてですか。デジタル人材の育成につい
て、国と同様に魚津市においても考慮すべきだ
と思います。
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